
～今こそ見たい! この１本～
時をかけるテレビ『 』

空間におけるバーチャルと実セットのデザインバランスを考慮し、番組の根幹テーマである〈時間軸〉と
〈空間軸〉をひとつの「空中庭園」として立体的に表現することで唯一無二の空間を創出している。

大三島 弘女（株）ＴＢＳ アクト 

自分の表現で世界観を創出できるデザインスキルと、番組コンセプトを的確に捉える費用対効果の高い
空間構成力を併せ持ち、将来にわたってさらなる飛躍が期待できる存在として。

日本放送協会 杉浦 恵

授賞式には、伊藤熹朔先生のご令孫、北村様からもご挨拶を

頂きました。 カメラマン／森 豊


